
       

 

 

 

 

平成 27 年 10 月 5 日 

東日本高速道路株式会社 

北 海 道 支 社 

 

 北海道の高速道路は冬道の体制に入ります 
 

NEXCO東日本北海道支社（札幌市厚別区）では、気象条件の厳しい冬期でも、お客さまに安全安心に

高速道路をご利用いただけるよう、10 月 16 日から翌年の 4 月 30 日までを雪氷対策期間と位置づけ、

総勢約 1,000 名の人員と約 300台の車両にて 24時間体制で、気象、道路状況の把握、除雪作業など、

安全な交通確保に努めます。 

また、今冬期も NEXCO 東日本グループが一丸となった雪氷対策作業の実施に向け、「高速道路雪氷

対策出陣式」を行いますので、併せてお知らせします。 

 

＜高速道路雪氷対策出陣式 実施日程＞                    （IC：インターチェンジ） 

事務所名 開催日時 開催場所 
参加車両・人員 

【概数】 

室蘭管理事務所 
10 月 16 日（金） 
10：00～10：30 

道央自動車道 
室蘭 IC 駐車場内 

０40 台、０80 名 

苫小牧管理事務所 
10 月 16 日（金） 
11：00～12：00 

道央自動車道 
苫小牧西 IC 駐車場内 

０20 台、０40 名 

札幌管理事務所 
10 月 16 日（金） 
０9：30～10：30 

道央自動車道 
北広島 IC 駐車場内 

０40 台、０70 名 

岩見沢管理事務所 
10 月 16 日（金） 
10：30～11：00 

道央自動車道 
岩見沢 IC 駐車場内 

０20 台、０50 名 

旭川管理事務所 
10 月 15 日（木） 
10：30～11：30 

道央自動車道 
旭川鷹栖 IC 駐車場内 

０20 台、０60 名 

帯広管理事務所 
10 月 15 日（木） 
10：30～11：00 

道東自動車道 
音更帯広 IC 駐車場内 

０20 台、０50 名 

合   計 160 台、350 名 

 

1．冬の高速道路を安全・快適にご利用いただくために 

冬の高速道路では夏期に比べ冬期の事故発生件数が約 1．7倍となり、例年、初冬の 11月頃か

ら事故が急増します。冬期間、高速道路をご利用される場合には、気象や路面状況に応じた安全運

転でのご利用をお願いします。また、冬タイヤ装着など早めの冬装備をお願いします。 

【参照 ： 別紙-1 「冬の高速道路を安全・快適にご利用いただくために」 】 

                                                 

0

500

1000

1500

夏

5～10月

冬

11～4月

(件数)

夏・冬別事故発生件数（H26シーズン）

約１.７倍

道路名 
代表降雪 

観測所 

降雪観測日 

【前年度】 

道央自動車道 

室蘭 平成 26年 11 月 14日 

北広島 平成 26年 10 月 28日 

旭川鷹栖 平成 26年 10 月 28日 

札樽自動車道 朝里 平成 26年 11 月 13日 

道東自動車道 トマム 平成 26年 10 月 01日 

初雪観測日（H26） ＮＥＸＣＯ東日本調べ 

ＮＥＸＣＯ東日本調べ 



 

 

 
記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いいたします。 

 

2．昨年の降雪状況 

平成26年度の高速道路の累計降雪量（10月～4月）は、累計平均で375ｃｍとなりました。道内

の中で特に多かった地域は金山トンネルの 833ｃｍ、次いで常盤トンネルの 674ｃｍでした。この降雪

に対する除雪作業の総距離は約 31 万ｋm に及び、地球約 8 周分に相当します。なお、初雪が最も

早かった地域は、トマム観測所の 10 月 1日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．雪氷作業時のお願い 

NEXCO 東日本北海道支社では、高速道路の雪による通行止めや交通規制を最小限にするため、

24 時間体制で雪氷作業を行っています。雪氷作業へのご理解とご協力をお願いします。 

【 参照 ： 別紙-2 「雪氷作業時のお願い」 】 

 

4．雪氷対策の取組み（雪氷 ITS） 

NEXCO 東日本北海道支社では、(1)当社巡回車や高速バスに WEB カメラを搭載し、ドライバー目

線による視程状況や、(2)除雪作業車に GPS を搭載し、その信号による作業進捗の把握や、作業の

リアルタイムな情報提供など、雪氷 ITS を活用し北海道の厳しい気象状況や変化に的確に応じた雪

氷作業を行っています。 

【 参照 ： 別紙-3 「雪氷対策の取組み（雪氷 ITS）」 】 

早いところでは、１０月から雪が降り始めるのじゃ。 

「マンがいち、モシかして…に備えて」 

車の冬装備は早めに！ 



例年、初冬の１１月頃から事故が急増します。冬の路面は
スピードやハンドリングでの走行は非常に危険です。常に「も
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①．高速道路における初雪観測日

路線
代表降雪
観測所

降
【

室蘭 平成26

北広島 平成26道央自動車道

旭川鷹栖 平成26

札樽自動車道 朝里 平成26

道東自動車道 トマム 平成2

別紙－１

は雪や氷に覆われ、非常に滑りやすくなっており、夏期と同じような
もしも・・・」を考えて細心の注意を払い走行してください。

ＮＥＸＣＯ東日本調べ

雪観測日
前年度】

降雪観測日
【前々年度】

6年11月14日 平成25年11月11日

6年10月28日 平成25年11月11日

6年10月28日 平成25年11月8日

6年11月13日 平成25年11月11日

26年10月1日 平成25年10月16日



②．出発前のチェックポイント

③．本線走行のチェックポイント

④ リアルタイムで高速道路情報を提供④. リアルタイムで高速道路情報を提供



ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社では 高速道路の雪ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社では、高速道路の雪
ため、２４時間体制で雪氷作業を実施しています
業を行っている場合があります。

別紙－２

雪による通行止めや交通規制を最小限にする雪による通行止めや交通規制を最小限にする
す。路面状況によっては、天候が回復しても作



ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社では、
①当社巡回車や高速バスにＷＥＢカメラを搭載
②除雪作業車にＧＰＳを搭載し、その信号による
など、雪氷ＩＴＳを活用し、北海道の厳しい気象状
います。

雪氷ＩＴＳ①・・・ＷＥＢカメラによる視程

小型WEBｶﾒﾗ
2009/2/17 9:05小型ＷＥＢカメラによるド

ライバー目線の画像ライバ 目線の画像

撮影画像から視程距

14.1KP

撮影画像から視程距
リアルタイムに表

雪氷ＩＴＳ② ＧＰＳによる雪氷作業の進捗雪氷ＩＴＳ②・・・ＧＰＳによる雪氷作業の進捗
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GPS

除雪車

会社PC
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■除雪作業と本線情報板イベントの自動連動化によ

別紙－３

載し、ドライバー目線による視程状況
る作業進捗の把握
状況や変化に的確に応じた雪氷作業を行って

巡回車 高速バス

距離を距離を
表示

捗確認とリアルタイムな情報提供捗確認とリアルタイムな情報提供

現在の雪氷作業状況をＧＰＳ信号を基に路
線図にプロットすることで作業進捗を把握

よるリアルタイムな情報提供


